
資料４

【旧赤星鉄馬邸　建物の変遷について】

1934 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2020 2030
沿革 ○竣工(1934)

○日本陸軍により接収(1944)
○進駐軍により接収(1945)

○進駐軍より返還(1952)
○ﾅﾐｭｰﾙ･ｶﾄﾘｯｸ修道女会により取得(1955)

○ﾅﾐｭｰﾙ･ｶﾄﾘｯｸ修道女会により東京修道院を開設(1956)
○３階を増築(1961) ※現存せず

○木造部分の解体、修室棟･礼拝堂の増築(1979)
○武蔵野市により取得(2021)

○登録有形文化財(2022)

1934 1945 1955 2021

土地所有者
赤星鉄馬 赤星鉄馬や親族 ﾅﾐｭｰﾙ･ｶﾄﾘｯｸ修道女会 武蔵野市

赤星鉄馬親族や清野家
1934 1947 1955 2021

建物所有者
赤星鉄馬 小木曽家 ﾅﾐｭｰﾙ･ｶﾄﾘｯｸ修道女会 武蔵野市

（清野家）
居住者 1934 1944 1952 1955

赤星鉄馬 日本陸軍 不明 ﾅﾐｭｰﾙ･ｶﾄﾘｯｸ修道女会
進駐軍 賃貸等

【渡辺和子シスター　略歴】
　※渡辺愛子シスターへのヒアリングによる

1956-58 1976-79 1990-2009
＜旧赤星邸滞在について＞

修練のため滞在 管区長職を務め滞在 理事長職その他を務め滞在
※管区長室 ※滞在時

旧赤星邸２階寝室 修室棟２階
参考）日本建築学会計画系論文集 第87巻 第793号, 668-679，2022年3月「文化財として未認知のモダニズム建築にみられる保全継承プロセスに関する一考察」


